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3-3.佐野弘氏（自然保護団体） 

令和 2 年 10 月 21 日（水） 10:30～12:30 

富士宮市 花と緑と水の課 秋葉係長様 

  国際航業(株) 中島様、石川様 

  (株)建設コンサルタントセンター 柴田 

 

①小田貫湿原の北側の幅広で浅い谷地形部（現在鉄塔下）から湧水があった。 

現在は、湧水など浅層部に湿地が見られない。さらに南側山麓水の伏流水で

はないかと推定する。 

 

(株)建設コンサルタントセンターの所見 

・本年度行ったボーリング No.1 孔では浅部で硬質地盤となり、地下水位も

見られなかった。しかし、北側山地との境界部で崖面や古い土留め親杭あ

り、護岸の役目を果たしていた可能性がある（下の写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、過去の空中写真では現在の小田貫湿原北東端部は戦前には水田とな

っていた（次ページ写真）。 

 

 

写真.3-3-1
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3-4.佐野順一氏（猪之頭区長）、植松秀行氏（猪之頭区） 

令和 2 年 7 月 8 日（水） 11:10～14:40 

富士宮市 花と緑と水の課 秋葉係長様 

  国際航業(株) 中島様、石川様 

  (株)建設コンサルタントセンター 柴田 

 

① 小田貫湿原は水田として利用していた時の状況 

   ・北西部で植松氏の父が水田耕作していた 

   ・水田に人工的に水は引いていなかった 

   ・常に冠水状態であることもあってか、満足に収穫できなかった 

   ・湿原全体の水位が今より高く、ウシガエルも今よりたくさんいた。 

   ・南東部分の現在ススキになっている箇所は当時から陸地になっていた 

   ・当時は神代杉が残っていた。また、地中に残っているのでは 

② その他 

   ・人工林は樹齢 60 年位だと思う。 

   ・南側の水路は以前からあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 7 月 16 日（火） 14:10～14:40 

富士宮市 花と緑と水の課 秋葉係長様 

  国際航業(株) 中島様、石川様 

  (株)建設コンサルタントセンター 牧野 

佐野順一氏のみ 

  ・調査範囲において、立ち入り禁止地区はない 

  ・調査業者名などの詳細を回覧板で周知する。 
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No.1孔には地下水位がなかっのでNo.2とは
滞水層として連続していないと推定

被圧地下水帯と推定（被圧水は上昇または下流へ）

Ac層の連続性はやや乏しいが、不透水層として機能

凡例

？？

？

？

被圧地下水帯であるが弱い圧力
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地下水検層
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図 9-1-6.推定地質断面図 
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13-4.テンシオメータの設置 

 土壌の湿り具合を表す値を一般に「ｐＦ」という単位で表すが、ポーラスカッ

プ（多孔質素焼管）を媒介に真空計を用いて、植物が土の中の水分を吸い上げる

のに必要な力を測定するもので、土壌の水分状態を知ることが出来る。 

 当現場で使用した pＦメーター（テンシオメータ）は、測定深度を 20cm とした。 

 測定の目安として、一般農業植物の場合を例として以下の示すような判定を行

った。 

 

  ＜黄色＞pＦ＝1.0～1.7（水分過多） 

  ＜緑色＞pＦ＝1.7～2.3（水分適正範囲） 

  ＜赤色＞pＦ＝2.3～2.9（乾燥域）     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13-4-1.テンシオメータ 
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16.調査結果のまとめ 

16-1.湿原内の地質 

 小田貫湿原の地質構成は、以下のような模式的横断図であると判明した。 

盛土崖錐堆積物dt古期崖錐堆積物dt
黒ボク～火山灰質粘性土(kb)

スゲノ沢（大洞川）氾濫堆積物
田貫岩砕なだれ層（Tnd)

小田貫湿原

南西側 北東（富士山）側

BrNo.3

AsgAc

既存Br

天子山地（砂岩・礫岩）

 

 

 

・基底岩盤：砂岩や礫岩による岩盤。斜面表層土は比較的薄い。岩盤は、亀裂が

開口しているようで山地に降った雨水は地中に浸透し、岩盤中の裂か水となって

斜面末端の解放部に湧水するか、さらに下位層に侵入する。直接的な湿原への地

下水の流入は認められないが、スゲノ沢を流下する河川水はこの地下水が起源と

考えられる。 

 

・田貫岩屑なだれ層：現在から約１万 7 千年前に東側の古富士最終噴火により氷

雪なだれと共に土砂を大量に運搬した土砂。層相は、基質を火山灰として安山岩

や玄武岩の角礫を含み、熱変質を受けて赤色に変色している。固結性が非常に高

い。 

 

・スゲノ沢氾濫堆積物層：既存ボーリングまたは No.3 ボーリングでは礫を伴う砂

層またはシルト層との細互層を呈するが、巨礫を含む砂礫層を堆積する箇所もあ

る（ボーリング No.1 及び 2）。固結しており非常に硬質層である。 

 

・水成堆積物の火山灰質粘性土及び表層黒ボク：高含水比で黒ボクは現状の含水

比では土壌水は重力水であり、火山灰質粘性土（ローム）は懸垂水であり、砂等

に比べ保水性が高い。共に「植物の生育限界点以下の pF 値であるので植物にとっ

ての保水力は乾燥により含水比が下がってもそれが高い状態を維持すると解釈さ

れる。透水性は砂質土に比べ低いことは確かであるが、それほど低いレベルでは

図16-1-1.小田貫湿原推定地質断面図
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